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目 的 

援助要請（他者に援助を求める行動）に関して，その促進・

抑制要因が盛んに検討されてきたが，その結果は研究間で一

致していないところがある（永井他, 2017）。その原因として，

永井（2013）は援助要請を単一に定義していることを上げて

いる。援助要請は従来個人の適応にとって望ましいものだと

考えられてきたが，実際には無条件に望ましいものであると

は言えず，単に回数が多ければ良いものではないことが先行

研究から明らかになっている。そのため永井（2013）は援助

要請の量だけでなく，その質も考慮すべきだと考え，援助要

請スタイルを考案した。援助要請スタイルは，援助要請の傾

向を分類するものである。具体的な分類は，大した問題でな

くても他者に相談する傾向がある「援助要請過剰型」，深刻な

悩みを抱えていても一貫して援助を要請しない「援助要請回

避型」，まずは自力で問題解決を試み，必要な時のみ援助を要

請する「援助要請自立型」の 3 種である。永井（2013）にお

いては，援助要請スタイル尺度の開発や，その信頼性，実際

の援助要請行動との関連が検討されている。具体的には，援

助要請スタイルが回避型，自立型，過剰型の順に友人に対す

る援助要請が行われやすくなることなどが示されている。 

 しかし，永井（2013）では援助要請を行う対象が友人に限

定されており，専門家や教師など異なる相談相手を取り上げ

た場合にも知見が適用できるかは不明である。そこで本研究

では，援助要請スタイルの差異が相談相手の選考に及ぼす影

響を検討することを目的とし，実際に行われた援助要請に関

して，援助要請スタイル間での差異を比較した。 

方 法 

調査対象者と手続き 大学生 197 名(男性 84 名, 女性 90 名）

を分析対象とした。平均年齢は 19.72 歳(SD = 1.60）であった。 

質問紙 調査で用いた質問紙の構成は以下の通りであった。 

1）援助要請スタイル尺度（永井, 2013）：12 項目。「1：全く

あてはまらない」～「7：よく当てはまる」の 7 段階で尋ねた。 

2）悩みの程度：「対人関係」「恋愛・異性」「性格外見」「心

身の健康」「進路・将来」「学力・能力」のそれぞれに関して，

悩みの程度を尋ねた。悩みの種類の決定には，木村・水野（2004）

を参考にした。上記 6 種類の項目についてそれぞれ，この 1

年間どの程度悩んでいたか，「1：全く悩んでいない」～「7：

非常に悩んでいる」の 7 段階で回答を求めた。 

3）相談相手への援助要請：悩みの程度に関する質問の後，

この 1 年間でその悩みについて他者に援助・サポートを求め

たかどうか「1：全く当てはまらない」～「7：よくあてはま

る」の 7 段階で回答を求めた。ここでは，相談相手の候補と

なる他者として「友人」「家族」「専門家」「先生」「ネット」の

5 種類を取り上げた。それに加え，「誰にも助けを求めなかっ

た」「その他（自由記述）」の 2 種への回答も認めた。悩み（6

種類）ごとに相談相手の候補への援助要請の回答結果を集計

し，その平均値を援助要請得点とした。 

結 果 

 援助要請スタイルごとに，相談相手候補への援助要請得点

の平均と標準偏差の計算を行った (Table 1)。なお，「その他」

の項目は無回答が多かったため，分析からは除外した。 

援助要請得点の平均値を比較するため，各援助要請スタイ

ルとそれぞれの相談相手候補について，援助要請スタイル 

(参加者間要因，3 水準) × 援助を要請する相手 (参加者内要

因，6 水準) の分散分析を行った。その結果，援助要請スタイ

ルの主効果は有意とならなかったが (F(2, 163) = 1.33, n.s.)，相

談相手候補の主効果は有意であった (F(4.38, 714.54) = 199.63, 

p < .01)。また，交互作用も有意であった (F(8.77, 714.54) = 

31.93, p < .01)。 

さらに，単純主効果の検定を実施した結果，援助要請の平

均得点は「友人」の項目で援助要請回避型，自立型，過剰型

の順に有意に得点が高くなった。また，「家族」の項目では，

援助要請回避型よりも，援助要請過剰型と自立型の得点が有

意に高くなった。「誰にも助けを求めなかった」の項目では，

援助要請過剰型・自立型よりも，援助要請回避型の得点が有

意に高いことが示された。 

考 察 

 分析の結果，援助要請スタイルの差異によって友人に対す

る援助要請の程度が有意に異なることが明らかになった。そ

の一方で，それ以外の相談相手候補に関して，全ての援助要

請スタイル間での差異はみられなかった。このことから，援

助要請スタイル尺度によって測定される援助要請傾向は，全

般的な相談相手ではなく，友人という特定の相談相手に対す

る傾向を反映しているということが本研究で明らかになった。 

 

注）a.「誰にも助けを求めなかった」を省略して表記. 

Table 1 援助要請スタイルごとの相談相手への援助要請得点の平均と標準偏差 

  友人 家族 専門家 先生 ネット 求めなかった a 総合 

援助要請過剰型 
M 4.45 3.84 1.42 1.70 1.66 1.96 2.84 

SD 2.04 2.15 1.11 1.53 1.40 1.71 2.06 

援助要請回避型 
M 2.53 2.04 1.48 1.59 1.90 3.81 2.44 

SD 1.87 1.58 1.11 1.36 1.68 2.60 1.92 

援助要請自立型 
M 3.84 3.36 1.44 1.60 1.73 2.17 2.62 

SD 2.22 2.19 1.15 1.40 1.47 1.88 1.98 


